
1.　はじめに

近年， 日本では多数の外国人を迎え入れており，

平成 20 年 5 月 1 日時点 の 留学生数 は 過去最高 の

123,829 人となっている（1）．当初「留学生 10 万人

計画」であった文部科学省の政策も現在では「留学生

30 万人計画」に発展しており，今後も持続的な留学

生の増加が見込まれている（2）．留学生の中では中国

からの留学生が最も多く，その割合は半数弱を占めて

いる．また，大学学部留学生の急激な増減に比較し

て，大学院留学生は着実な増加傾向を示している．た

だ，留学生の増加に伴って留学直後の日本語習得レベ

ルに格差が生じるようになっており，その対応が早急

に望まれている．

日本の大学へ入学する留学生のうち，大学学部への

留学生は入学試験の際にある程度の日本語レベルを要

求される場合が多いため，留学生の日本語能力にはそ

れほど問題が生じない．しかし，母国の大学を卒業し

て日本の大学院へ来る留学生については，例えば中国

の大学では第二外国語が英語となっている学部教育が

多いため，日本語能力の向上，特に漢字読み方能力の

向上が重要な課題となっている．

多くの日本の大学では，留学生センター等で日本語

指導のための授業を週 1 回から 3 回程度行っている．
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Recently, many foreign students come to Japan. Especially, the number of Chinese students is extreme-
ly large in Japan. It is easy for Chinese students to understand Japanese sentences with Kanji because 
the original characters of Kanji were mainly imported from China. However, it is hard to read Japanese 
sentences with Kanji because of the difference between Chinese and Japanese pronunciations. This is a 
serious problem for Chinese students in Japanese universities. Therefore, we derive a new rule of Chinese 
Pinyin notation and Chinese Reading of Kanji. Further, we construct a learning system for reading Kanji 
based on the derived rule of Pinyin and Chinese reading. The system is useful to improve the Japanese 
reading ability of Chinese students. The experiments prove the effectiveness of the proposed learning sys-
tem for reading Kanji.
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